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分の鞍点法 ･漸近展開であり､その場合のス トー クス現象の対処法についていまのところ最
終的な解決は得られていない｡つまり､複素半古典論に現れるもうひとつの寄与 ･非寄与問
題として､











































































































































































構造はボレル総和法を用いたexactWKB法において､ス トー クス幾何 (どのス トー クス線
上でス トー クス現象が実際におこり､そのス トー クス線上では起こらないか)を決定する鍵
になる情報である｡例えば(ll)のような有限多重積分であれば､少なくとも原理的には従
来のス トー クス線と新しいス トー クス線のグラフ論的な考察から一定のアルゴリズムのもと
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